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A-Policy

　

当
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、
発
足
か
ら
本
年

度
で
12
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は

平
成
28
年
〜
30
年
の
中
期
３
ヵ
年
計
画
の

最
終
年
度
に
あ
た
り
、
そ
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
中
期
３
ヵ
年
計
画
で
は
、
実
行
具
体

策
と
し
て
以
下
の
４
本
を
柱
に
事
業
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

1  

中
心
的
担
い
手
等
の
育
成
・
支
援
を
進

め
ま
す

　

 

Ｊ
Ａ
と
県
域
の
出
向
く
体
制
整
備
、
労

働
力
確
保
情
報
交
換
会
等
の
開
催

2 

営
農
指
導
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

 

担
い
手
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
く
指
導

体
制
強
化
、
品
目
別
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
研

修
会
開
催
、
指
導
者
会
議
ブ
ロ
ッ
ク
別

検
討
会
の
開
催

3 

栽
培
技
術
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
推
進

の
展
開
を
進
め
ま
す
。

　

 

リ
ン
ゴ
Ｍ
９
台
木
の
取
木
繁
殖
技
術
定

着
推
進
と
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
代
生
産
、

業
務
用
多
収
穫
省
力
技
術
研
究
会
の
開

催
、
業
務
用
野
菜
栽
培
多
収
穫
省
力
化

技
術
研
修
会
開
催

4 

安
心
・
安
全
な
信
州
農
畜
産
物
の
生
産
・

供
給
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

 

残
留
農
薬
自
主
検
査
、Ｇ
Ａ
Ｐ
・
ト
レ
ー

ス
産
地
条
件
等
の
研
修
会

 
1　

中
心
的
担
い
手
等
の
育
成
・
支
援
に

向
け
、
訪
問
先
の
情
報
共
有
や
連
携
に
つ

い
て
Ｊ
Ａ
別
に
検
討
を
進
め
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

労
働
力
確
保
の
件
で
は
、
地
域
農
業
振

興
や
生
産
基
盤
の
維
持
の
た
め
、
農
業
労

働
力
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
長
野
県
と
と
も
に
外
国
人
技
能
実

習
制
度
の
規
制
緩
和
と
国
家
戦
略
特
区

（
農
業
分
野
で
の
外
国
人
就
労
の
解
禁
）

の
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な

在
留
資
格
の
創
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
国
か
ら
の
追
加
採
択
は
見
送
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
県
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
と
県
域
が
一

体
と
な
っ
た
農
業
労
働
力
の
確
保
に
向
け

た
総
合
的
な
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、「
Ｊ

Ａ
長
野
県
農
業
労
働
力
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
設
置
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

2　

指
導
体
制
強
化
で
は
、
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
に
向
け
て
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

反
映
し
た
営
農
指
導
等
事
業
の
実
現
を
図

る
と
と
も
に
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
構

築
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

年
は
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
評
価
等
を
確
認
す

る
た
め
の
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
に
新
設
し
た
営
農
技
術
員
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
営
農
技
術
員
の
栽

培
指
導
レ
ベ
ル
の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、

毎
年
品
目
を
絞
っ
て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
研
修

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
品

目
で
は
な
く
「
農
業
経
営
管
理
」
の
視
点

か
ら
組
合
員
の
農
業
経
営
の
改
善
と
所
得

の
向
上
を
指
導
出
来
る
人
材
育
成
を
図
る

た
め
、「
農
業
経
営
管
理
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

研
修
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
会
議
で
は
、
営
農
技
術
員
の
相

互
交
流
と
研
鑽
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

専
門
部
別
・
地
域
別
に
年
間
約
70
回
近
い

研
修
会
や
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
９
月
末
時
点
で
37
回
開
催
し
て
お

り
、
Ｊ
Ａ
間
に
よ
る
営
農
技
術
員
の
情
報

や
技
術
交
流
を
今
後
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

3　

農
業
所
得
の
増
大
を
図
る
に
は
、
規

模
拡
大
と
反
収
ア
ッ
プ
・
労
働
生
産
性
の

向
上
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

「
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
」
や
「
業

務
用
キ
ャ
ベ
ツ
・
加
工
ト
マ
ト
機
械
化
一

貫
体
系
」
な
ど
の
栽
培
方
法
の
取
組
み
を

進
め
る
と
共
に
、
機
械
収
穫
機
の
導
入
及

び
圃
場
環
境
整
備
・
改
善
へ
の
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
の
高
密
植
に
は
、
苗
木
の
供
給

体
制
に
よ
る
苗
生
産
の
支
援
も
行
い
高
密

植
わ
い
化
栽
培
の
園
地
面
積
拡
大
を
進
め

平
成
30
年
度

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
の
事
業
進
捗
状
況
報
告

JA長野県
営農センター

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
技
術
員

と
と
も
に
「
高
密
植
わ
い
化
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
て
、
県
内
園
地
の
視
察
な
ど
を

行
い
な
が
ら
知
見
の
共
有
化
や
意
見
交
換

を
行
い
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
栽
培
方
法

に
つ
い
て
の
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

水
田
転
換
や
湿
害
が
見
ら
れ
る
圃
場
の

環
境
整
備
・
改
善
策
と
し
て
、
カ
ッ
ト
ド

レ
ー
ン
の
実
演
・
導
入
を
行
い
排
水
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

業
務
用
野
菜
の
栽
培
推
進
に
は
、
県
外

の
先
進
地
優
良
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

収
穫
機
に
よ
る
収
穫
検
討
会
な
ど
実
践
を

通
じ
て
、
本
県
生
産
者
に
適
し
た
機
械
の

調
整
や
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
機
械
の
導
入
に
は
、
生
産
規
模
や

地
域
性
も
考
慮
し
た
運
用
が
必
要
で
あ
り
、

Ｊ
Ａ
と
共
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

4　

安
心
安
全
へ
の
取
組
み
を
Ｊ
Ａ
と
共

に
進
め
て
お
り
、
国
の
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
準
拠
に
向
け
て
、
昨
年
度
に
長
野

県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
本

年
は
そ
の
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
残
留
農
薬
自
主
検
査
な
ど
も
行
い

な
が
ら
、
安
心
安
全
な
信
州
農
産
物
の
生

産
・
供
給
体
制
を
Ｊ
Ａ
と
共
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
当
セ
ン
タ
ー
は
中
期

３
ヵ
年
計
画
に
も
と
づ
く
行
動
計
画
に

沿
っ
て
、
地
域
農
業
の
将
来
像
を
描
き
、

営
農
指
導
員
の
育
成
を
進
め
な
が
ら
、
農

業
所
得
増
大
に
つ
な
が
る
実
践
事
例
を
積

み
上
げ
て
、
長
野
県
農
業
の
生
産
基
盤
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

カットドレーン検討会風景

圃場でのカットドレーン実演

収穫期を迎えたリンゴ高密植わい化栽培の園地

スィートコーン収穫機検討会風景

重点事業方針
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平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
は
、
野
菜
事

業 

５
８
０
億
55
百
万
円
、花
き
事
業 

68
億

36
百
万
円
、購
買
種
苗
事
業
８
億
26
百
万

円
で
あ
り
、
合
計
６
５
７
億
18
百
万
円
の

事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
て
事
業
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

１
．
野
菜
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

【
生
産
販
売
状
況
】 

　

 　

春
先
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
５
月
ま
で

大
き
く
前
進
し
、
気
象
の
変
化
や
品
種

の
端
境
な
ど
に
よ
る
増
減
は
あ
り
ま
し

た
が
、
総
じ
て
豊
作
基
調
の
出
だ
し
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
秋
冬
期
の
高
騰
の

影
響
で
動
き
が
鈍
く
、
価
格
誘
導
が
難

し
い
な
か
、
売
込
み
、
販
促
企
画
等
を

積
極
的
に
行
い
価
格
確
保
に
努
め
ま
し

た
。

　

 　

７
月
当
初
ま
で
安
定
し
た
出
荷
が
続

き
、
西
日
本
集
中
豪
雨
の
影
響
が
追
い

打
ち
を
か
け
相
場
が
急
落
し
、
調
整
廃

棄
事
業
の
発
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

 　

そ
の
後
ま
と
ま
っ
た
雨
や
猛
暑
・
干

ば
つ
に
よ
り
作
柄
は
一
変
し
、
定
植
作

業
等
に
も
遅
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
９
月
か
ら
は
日
照
不
足
、
台
風
等
も

加
わ
り
、
病
害
、
生
理
障
害
の
発
生
、

品
質
低
下
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
後
半
は
、

総
じ
て
少
な
め
の
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
に
お
い
て
は
極
端
な
気
象
変
化
に

よ
り
作
柄
、
出
荷
の
見
通
し
が
難
し
く

対
策
に
苦
慮
し
た
も
の
の
、
全
国
各
地

で
作
柄
遅
延
な
ど
の
影
響
が
あ
り
比
較

的
堅
調
な
価
格
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

こ
の
よ
う
な
経
過
に
よ
り
10
月
末
現

在
で
の
実
績
は
５
６
９
億
15
百
万
円

（
前
年
対
比
１
１
４
％
）と
な
っ
て
お
り
、

３
月
末
見
通
し
は
５
９
０
億
円
と
計
画

対
比
１
０
１
・
６
％
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

【
野
菜
の
重
点
推
進
事
項
に
つ
い
て
】

⑴ 

夏
ハ
ク
サ
イ
は
時
期
別
適
正
生
産
に
む

け
た
計
画
生
産
、
代
替
品
目
へ
の
転
換

が
進
み
、
リ
ー
フ
系
レ
タ
ス
も
突
出
し

た
数
量
が
続
く
こ
と
が
少
な
く
、
価
格

の
確
保
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
需

要
に
見
合
っ
た
計
画
生
産
へ
の
誘
導
を

進
め
ま
す
。

⑵ 

果
菜
類
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
水
稲
育

苗
施
設
の
後
利
用
と
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
モ
デ
ル
圃
場
を
設
置
し
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
次
年
度
は
関
係
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
新
規
栽
培
、
空
き
施
設
を
利
用

し
た
推
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

簡
易
規
格
に
よ
る
業
務
需
要
向
け
キ
ュ

ウ
リ
は
取
組
数
量
が
拡
大
し
、
顧
客
も

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
生
産
維

持
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

⑶ 

加
工
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
機
械
収
穫
を

は
じ
め
省
力
機
械
、
排
水
対
策
の
た
め

の
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
等
、
長
野
県
営
農

セ
ン
タ
ー
、
農
業
機
械
課
と
連
携
し
て

試
験
を
行
い
、
一
部
導
入
も
進
み
ま
し

た
。

⑷ 

ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
は
、
面
積
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
本
年
は
さ
ら

に
作
柄
不
良
に
よ
る
減
収
と
な
り
ま
し

平
成
30
年
度

野
菜
・
花
き
の
中
期
事
業
計
画
の
進
捗

野菜花き課た
。
機
械
化
等
の
省
力
化
に
む
け
た
取

組
み
と
と
も
に
、
基
本
的
な
管
理
ポ
イ

ン
ト
を
押
さ
え
一
定
収
量
を
確
実
に
あ

げ
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸ 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
大
苗
定
植
の
推
進
と
、

機
械
選
荷
・
機
械
結
束
の
先
進
地
視
察
、

長
野
県
内
で
実
演
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
へ
の

提
案
、
導
入
に
む
け
た
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

⑹ 

販
売
に
お
い
て
は
、
重
点
市
場
、
重
点

実
需
者
を
主
体
と
し
た
契
約
的
取
引
、

販
促
企
画
等
を
更
に
充
実
さ
せ
、
消
費

動
向
・
顧
客
の
仕
入
動
向
を
把
握
し
、

需
給
調
整
機
能
の
発
揮
に
努
め
ま
す
。

２
．
花
き
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

【
生
産
販
売
状
況
】

　

春
先
か
ら
温
暖
に
推
移
し
た
影
響
で
、

本
年
度
の
生
育
は
総
じ
て
前
進
傾
向
と
な

り
ま
し
た
。
７
月
の
酷
暑
は
８
月
旧
盆
需

要
、
９
月
秋
彼
岸
需
要
へ
向
け
た
洋
花
の

生
育
前
進
、
キ
ク
類
の
開
花
遅
延
な
ど
の

影
響
を
与
え
、
品
質
低
下
や
出
荷
量
の
減

少
を
招
き
ま
し
た
。

　

花
き
の
相
場
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

周
年
産
地
の
白
ギ
ク
が
作
付
け
の
見
直
し

に
よ
り
夏
秋
の
流
通
量
が
減
っ
た
こ
と
と
、

高
温
や
台
風
に
よ
る
全
国
的
な
出
荷
量
の

減
少
と
品
質
低
下
が
重
な
り
、
不
足
感
の

あ
る
販
売
環
境
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
全
般
に
堅
調
相
場
で
の
販
売
が
続
き
、

10
月
末
時
点
で
、
出
荷
本
数
７
千
８
９
７
万

７
，
５
２
７
本
（
前
年
比
95
％
）、
単
価

65
円
（
前
年
比
１
１
０
％
）、
販
売
金
額

50
億
９
，
７
３
１
万
８
千
円
（
前
年
比

１
０
４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
土
壌
病
害
対
策
を

徹
底
し
２
年
連
続
前
年
出
荷
量
を
上
回
り
、

10
月
か
ら
本
格
化
す
る
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
も
豊
産
性
品
種
の
導
入
と
夏
場
の
十
分

な
株
養
成
に
よ
り
順
調
な
生
育
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
輪
ギ
ク
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
を

補
う
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
花
き
事
業
の
３

月
末
見
通
し
は
計
画
対
比
90
％
、
約
61
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
花
き
の
重
点
推
進
事
項
に
つ
い
て
】

⑴ 

本
県
主
要
品
目
と
地
域
特
産
品
目
に
つ

い
て
、
新
規
栽
培
の
提
案
に
加
え
作
付

け
や
仕
立
て
方
法
な
ど
需
要
実
態
に

沿
っ
た
誘
導
を
行
う
こ
と
で
、
実
需
者

要
望
に
応
え
ら
れ
る
商
品
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

⑵ 

量
販
需
要
向
け
に
生
産
振
興
中
の
コ
ギ

ク
は
、
依
然
、
実
需
者
か
ら
の
期
待
が

高
く
、
引
き
続
き
多
収
穫
省
力
型
の
専

用
栽
培
に
よ
る
生
産
拡
大
を
進
め
て
い

ま
す
。

⑶ 

重
点
実
需
者
と
の
安
定
取
引
を
目
的
に
、

複
数
Ｊ
Ａ
に
よ
る
共
同
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
や

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
長
期
予
約
取
引
や

宣
伝
会
を
複
数
Ｊ
Ａ
が
合
同
で
開
催
し
、

栽
培
面
で
も
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
含
め

県
域
に
お
け
る
栽
培
講
習
会
や
情
報
交

換
会
を
実
施
す
る
な
ど
他
品
目
に
先
駆

け
た
取
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

⑷ 

花
き
栽
培
に
関
わ
る
技
術
指
導
や
今
後

の
生
産
振
興
と
産
地
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
現
場
を
基
本
と
し
た
講
習
会
や

巡
回
指
導
会
、
ま
た
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農

指
導
者
会
議
花
き
専
門
部
の
活
動
を
通

じ
て
技
術
の
継
承
と
人
材
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

カットドレーンによる排水対策 

加工業務用キャベツの機械収穫 

トルコギキョウ栽培講習会

重点事業方針
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全
農
長
野
県
本
部
は
10
月
24
日
㈬
、

第
71
回
長
野
県
畜
産
共
進
会
肉
豚
の

部
を
松
本
市
の
㈱
長
野
県
食
肉
公
社

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
は
、
県
内
の
養
豚
農
家
か

ら
生
後
１
５
０
日
以
上
１
８
０
日
未

満
の
肉
豚
枝
肉
16
組
48
頭
（
雌
２
頭
、

去
勢
１
頭
／
組
）
が
出
品
さ
れ
、
西

原
光
男
審
査
委
員
長
（
長
野
県
畜
産

試
験
場
長
）
を
は
じ
め
４
名
の
審
査

員
が
、
個
体
ご
と
の
優
秀
性
や
組
内

の
相
似
性
な
ど
を
厳
正
に
審
査
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
３
頭
の
枝
肉
重
量
差
が

審
査
基
準
の
±
５
㎏
以
内
を
超
え
る

出
品
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
雌
去
勢

と
も
全
体
的
に
斉
一
性
が
高
く
品
質

も
優
秀
で
あ
り
、
養
豚
農
家
の
飼
養

管
理
や
出
荷
適
齢
期
を
見
極
め
る
技

術
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

　

出
品
者
や
Ｊ
Ａ
畜
産
担
当
者
な
ど

総
勢
50
名
が
集
ま
り
、
現
場
で
の
枝

肉
見
学
お
よ
び
審
査
講
評
の
後
、
隣

接
す
る
長
野
県
農
協
直
販
㈱
の
会
議

室
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
別
優
秀
賞
な
ら
び
に
県
知
事
賞

に
選
ば
れ
た
小
池
雅
昭
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

み
な
み
信
州
）
の
枝
肉
は
、
雌
去
勢

と
も
に
、
モ
モ
の
厚
み
、
締
ま
り
が

素
晴
ら
し
く
、
脂
肪
付
着
も
均
一
で
、

３
頭
の
体
形
が
揃
っ
た
優
秀
な
枝
肉

で
し
た
。

　

優
秀
賞
に
は
、
㈲
岩
垂
原
Ｓ
Ｐ
Ｆ

農
場
（
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
）、

㈲
大
北
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
馬
ア
ル

プ
ス
農
場
（
Ｊ
Ａ
大
北
）、
佐
藤
良

昭
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
な
が
の
）
の
３
組
が

入
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
肉
豚
枝
肉
相
場
は
、
国
内

生
産
量
の
回
復
、
輸
入
量
の
増
加
に

よ
り
、
昨
年
よ
り
低
い
水
準
で
推
移

し
て
お
り
、
養
豚
農
家
に
と
っ
て
厳

し
い
生
産
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
、
安
全
・
安
心
・
お
い
し

い
信
州
産
農
畜
産
物
の
生
産
基
盤
を

維
持
し
、
農
家
の
経
営
安
定
と
、
よ

り
一
層
の
品
質
向
上
、
消
費
拡
大
の

取
組
み
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

畜
産
課

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会（
生
産
販
売
部
）

第
71
回
長
野
県
畜
産
共
進
会（
肉
豚
の
部
） 

〜
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州 

（農）
Ｓ
Ｐ
Ｆ
こ
が
ね
や
第
二
農
場
・
小
池
雅
昭
さ
ん
が
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
〜

　

平
成
30
年
10
月
19
日
に
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
工

機
燃
料
セ
ン
タ
ー
管
内
の
「
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル

平
出
様
」
へ
、
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
の
長
野

県
「
第
１
号
」
の
納
品
を
行
い
ま
し
た
。

◆
購
入
者
「
平
出
様
」
の
感
想

　

 「
60
馬
力
ク
ラ
ス
で
は
エ
ン
ジ
ン
排
気
量

が
大
き
い
た
め
、
余
裕
を
持
っ
た
作
業
が

で
き
る
と
思
い
選
択
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
仕
様
で
す
が
、
細
か
な
作
業
速
度
も

調
整
で
き
、
違
和
感
無
く
作
業
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ビ
ン
も
大
き
く
、
価

格
の
割
に
と
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
ト
ラ

ク
タ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。」

◆
推
進
担
当　

Ｊ
Ａ
大
北
南
部

 
工
機
燃
料
セ
ン
タ
ー　

丸
山
康
光
担
当

　

 「
馬
力
や
機
能
面
、
価
格
等
を
考
慮
し
、

共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
を
提
案
し
成
約
と
な

り
ま
し
た
。
発
注
か
ら
納
品
ま
で
３
ヶ
月

以
上
の
期
間
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
が
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
、
大
変

満
足
い
た
だ
け
ま
し
た
。」

共
同
購
入
の
取
組
み
に
よ
り
、

コ
ス
ト
を
削
減
し
て

所
得
の
増
大
に
貢
献
し
ま
す

　

60
馬
力
ク
ラ
ス
の
標
準
的
な
モ

デ
ル
と
比
較
し
て
、お
お
む
ね
二
〜

三
割
の
引
き
下
げ
を
実
現
し
ま
し

た
。
生
産
者
の
購
入
価
格
は
、
ト

ラ
ク
タ
単
体
で
４
０
０
万
円
（
税

込
）
を
切
る
価
格
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
長
野
県
全
体
で
40
台
（
11
月

16
日
現
在
）
の
受
注
が
あ
り
、
特

に
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎
え
て

い
る
、
あ
る
い
は
経
営
規
模
の
拡

大
を
検
討
し
て
い
る
方
か
ら
選
択

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
場
の
声
か
ら
必
要
な
機
能
を
厳
選

　

こ
の
ト
ラ
ク
タ
は
、
生
産
者
の
声
か
ら
必

要
と
す
る
機
能
を
厳
選
し
て
開
発
さ
れ
た
為
、

右
側
の
乗
降
用
手
す
り
や
サ
ブ
ス
テ
ッ
プ
、

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
オ
な
ど
は
標
準
装
備
か
ら
外
れ
ま

し
た
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
装
備
で
き
る
の
で

安
心
で
す
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー

の
湿
式
多
板
ク
ラ
ッ
チ
を
採
用
す
る
な
ど
、

購
入
後
の
維
持
・
管
理
に
も
配
慮
し
て
い
ま

す
。
全
農
長
野
県
本
部
と
し
て
実
演
・
展
示

機
も
準
備
し
、
今
後
も
積
極
的
な
推
進
活
動

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

▼
農
業
機
械
課

全
国
生
産
者
1
万
人
の
声
を
反
映
し
た

共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ（
Y
T
3
5
7
J
・
Z
）の
納
品
が

平
成
30
年
10
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
信
州
大
学
と
松
本

大
学
の
生
協
食
堂
で
提
供
さ
れ
る
「
食
育
ラ
ン
チ
」
に
食

材
を
提
供
し
、
長
野
県
産
青
果
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

提
供
し
た
食
材
の
エ
リ
ン
ギ
と
白
ネ
ギ
は
「
信
州
豚
と

エ
リ
ン
ギ
の
旨
煮
丼
」
に
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
シ

ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
、
南
水
は
「
フ
ル
ー

ツ
盛
」
に
、
え
の
き
た
け
は
「
み
そ
汁
」
の
計
７
１
０
食

分
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
と
旬
を
取
り
入
れ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
学
生
に
好
評
で
、
10
月
16
日
㈫
に
信
州

大
学
工
学
部
食
堂
で
食
育
ラ
ン
チ
を
注
文
し
た
学
生
か
ら

は
、「
普
段
、
果
物
を
買
わ
な
い
の
で
、
沢
山
食
べ
ら
れ

て
秋
を
感
じ
た
」「
エ

リ
ン
ギ
が
お
い
し

か
っ
た
」「
野
菜
を

食
べ
る
よ
う
に
気
に

掛
け
て
い
る
」
な
ど

様
々
な
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

大
学
生
協
食
堂
の

食
育
ラ
ン
チ
に
協
力
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Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課

　

長
野
県
農
協
生
活
事
業
推
進
協
議
会
燃
料

専
門
部
会
と
全
農
長
野
県
本
部
は
10
月
18
日

㈭
、
安
曇
野
市
堀
金
の
全
農
長
野
営
農
研
修

セ
ン
タ
ー
で
、サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
給

油
所
）
ス
タ
ッ
フ
の
店
頭
接
客
サ
ー
ビ
ス
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
カ
ー
メ
ン
テ
収
益
の
向
上
、

士
気
高
揚
に
よ
る
長
野
県
Ｊ
Ａ
‒Ｓ
Ｓ
の
活

性
化
な
ど
を
目
的
に
「
第
43
回
長
野
県
Ｊ

Ａ
‒Ｓ
Ｓ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
11
名
が
、
迎

え
入
れ
か
ら
送
り
出
し
ま
で
の
一
連
の
流
れ

な
ど
を
行
う
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
給
油
に
て
、
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
設
定
条
件
や
時
間
な

ど
の
中
で
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

各
選
手
と
も
素
晴
ら
し
い
笑
顔
の
接
客
サ
ー

ビ
ス
を
披
露
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
テ
ス

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
更
な
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
は
か
り
、
お
客
様
の
満
足
度
を
高

め
信
頼
さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

「
第
43
回
長
野
県
Ｊ
Ａｰ

Ｓ
Ｓ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催

最優秀賞を獲得した金子卓磨選手（JA上伊那　グリーンロード春富） 開会あいさつをする湯本豊大会委員長

大会役員、出場選手全員での記念撮影

第 43回ドライブウェイサービスコンテスト入賞者

賞 選手名
所属

ＪＡ ＳＳ
最優秀賞 金子　卓磨 上伊那 グリーンロード春富
優秀賞 百瀬　育馬 松本ハイランド やまがた
優秀賞 清水　香里 松本ハイランド 松本臨空セルフ
優良賞 武捨　航平 ㈱ジェイエイサービス 本原セルフ
優良賞 松島　嶺　 みなみ信州 グリーンパーク座光寺
優良賞 高相　優斗 ジェイエイ・アップル㈱ 高丘

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
、
11
月
２
日
㈮
と

３
日
（
土
・
祝
）
に
東
京
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

で
開
催
さ
れ
た
農
林
水
産
祭
「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
出
展
し
、
リ
ン
ゴ
と
き
の
こ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
は
「
り
ん
ご
三
兄
弟
」
の
秋
映
・
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー

ト
・
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
、
き
の
こ
は
え
の
き
た
け
・
ぶ
な

し
め
じ
・
エ
リ
ン
ギ
・
や
ま
な
め
・
茶
え
の
き
茸
、
加
工

品
は
な
め
茸
を
販
売
し
ま
し
た
。
贈
答
用
の
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー

ト
と
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
は
、
１
段
ず
つ
詰
め
て
ほ
し
い
と

い
う
お
客
様
が
多
く
、
り
ん
ご
三
兄
弟
も
１
個
ず
つ
入
っ

た
3
個
セ
ッ
ト
の
袋
詰
め
が
よ
く
売
れ
、「
色
々
な
種
類
を

食
べ
て
み
た
い
」「
家
族
で
好
み
が
ち
が
う
た
め
、
み
ん
な

が
満
足
す
る
も
の
」
を
購
入
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

き
の
こ
は
暖
か
い
気
温
の
た
め
か
、
鍋
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
え
の
き
た
け
や

ぶ
な
し
め
じ
よ
り

も
エ
リ
ン
ギ
が
先

に
完
売
し
ま
し
た
。

茶
え
の
き
茸
と
や

ま
な
め
は
、
味
や

食
べ
方
を
聞
か
れ

る
方
が
多
く
い
ま

し
た
。

農
林
水
産
祭「
実
り
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
出
展

　

き
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
全

農
長
野
県
本
部
き
の
こ
課
は
10
月
19

日
㈮
、
県
産
き
の
こ
の
消
費
拡
大
を

目
指
し
、
埼
玉
県
新
座
市
の
十
文
字

学
園
女
子
大
学
で
栄
養
学
を
学
ぶ
学

生
を
対
象
に
「
き
の
こ
の
授
業
」
を

行
い
ま
し
た
。
学
生
は
近
い
将
来
、

栄
養
士
や
管
理
栄
養
士
と
な
り
社
員

食
堂
や
学
校
給
食
の
現
場
で
食
材
を

選
び
、
仕
入
れ
る
側
と
な
る
可
能
性

が
高
く
、
学
生
時
代
に
県
産
き
の
こ

の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
利
用
率
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
授
業
は
、
青
果
物
健
康
推
進

協
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
実
現
し
、

健
康
栄
養
学
科
１
年
生
の
80
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

県
産
き
の
こ
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

義
で
は
、
産
地
の
１
分
動
画
を
上
映

し
「
生
産
者
が
手
塩
に
か
け
て
栽
培

し
て
い
る
」
と
強
調
。
冷
凍
保
存
が

可
能
で
有
効
な
こ
と
を
伝
え
る
と
驚

き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
調
理
実

習
で
は
「
き
の
こ
ハ
ン
バ
ー
グ
」「
手

作
り
な
め
茸
」「
な
め
茸
と
ツ
ナ
の

混
ぜ
ご
飯
」
を
作
り
試
食
し
ま
し
た
。

き
の
こ
嫌
い
の
学
生
も
い
ま
し
た
が

「
き
の
こ
の
匂
い
が
し
な
い
の
で
食

べ
ら
れ
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

授
業
後
、
学
生
に
は
き
の
こ
料
理

の
レ
シ
ピ
開
発
の
宿
題
が
出
さ
れ
、

「
優
秀
作
品
に
は
長
野
県
産
の
お
い

し
い
リ
ン
ゴ
を
進
呈
し
ま
す
」
と
伝

え
る
と
、
学
生
か
ら
「
優
秀
賞
を
取

り
に
い
く
」
と
声
が
上
が
り
笑
い
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

産
地
と
連
携
し
た
授
業
に
つ
い
て
、

同
大
学
の
木
村
靖
子
教
授
は
「
栄
養

学
を
学
ぶ
学
生
は
食
材
の
勉
強
を
す

る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う

な
機
会
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
時
間
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

き
の
こ
課

き
の
こ
の
お
い
し
さ
知
っ
て

十
文
字
学
園
女
子
大
学
で「
き
の
こ
の
授
業
」

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会（
生
産
販
売
部
）

ベジフルティーチャーによるきのこ講義

りんご三兄弟セットを購入する来場者

調理実習の様子 
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12月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

12/4
㈫

16:10

ＳＢC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」

地産地消授業の
様子

12/11
㈫

16:10

ＳＢC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」酪農家訪問

12/18
㈫

16:10

ＳＢC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」

乳和食レシピ
紹介

12/25
㈫

16:10

ＳＢC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」牛乳クイズ

松本山雅FCのJ2リーグ優勝とJ1
昇格が、11月17日（土）の最終戦で
決まりました。
全農長野県本部は２０１０シーズンか
らスポンサーを務めており、今シー
ズンはアウェイ戦を含め10回の農
畜産物PRイベントと1回のスポン
サーデーを開きました。今シーズン
のイベント開催日の敗戦は1回のみと
「負けないイベント」と自負していま
す。また、ホームゲームではMVP賞
に信州プレミアム牛肉（12回・勝利
試合のみ）、敢闘賞に信州ポーク
（22回・毎試合）を提供しました。
来シーズン、新たなステージでの活
躍を期待します。

松本山雅FC J1へ

　

久
米
路
峡
を
通
る
機
会
が

あ
っ
た
の
で
紅
葉
を
観
て
き

ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
見
頃
だ
っ

た
よ
う
で
、
犀
川
を
挟
む
ろ

う
か
く
湖
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
に
あ
ざ
や
か
な
真
紅

が
映
え
て
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

朝
早
か
っ
た
の
で
す
が
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
た
方
も
来
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
で

気
温
が
高
く
紅
葉
の
見
頃
も

ま
ち
ま
ち
だ
そ
う
で
す
が
、

深
ま
る
秋
を
手
軽
に
感
じ
ら

れ
気
分
転
換
に
も
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
近
く
で
紅
葉

狩
り
な
ど
い
か
が
で
す
か
？

 

（
Ｋ
）

12月の動き▶

米 穀 課 実施中～
12/31㈪

長野新米キャンペーン
「プレゼントキャンペーン」「長野のお米
がおいしいヒミツ」「CM」「長野米のあっ
ぱれレシピ」をホームページで公開中。
詳しくは、 あっぱれ長野米

畜 産 課 実施中～
12/16㈰

第1回　信州プレミアム牛肉　
オール信州共進会in京都記念フェア
期間中、フェア開催店舗（京都府内9店
舗）に備え付けの応募用紙で応募してい
ただくと、抽選で長野県産農産物をプレ
ゼント。

燃料・ホーム
エネルギー課

実施中～
12/31㈪

JA配達灯油　
冬のあったか応援キャンペーン
期間中、キャンペーン実施JAの配達灯油
を合計200ℓご利用で応募していただく
と、抽選でステキな商品をプレゼント!
詳しくは、
JA配達灯油　冬のあったか応援キャンペーン

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 11,474 103 106 

果 実 26,258 106 109 

野 菜 花 き 62,911 102 114 

野菜種苗センター 141 105 102 

き の こ 9,486 89 103 

営 業 9,769 93 107 

生 産 販 売 部 計 120,041 101 111 

包 装 資 材 5,304 94 94 

生 産 資 材 7,077 112 115 

農 業 機 械 4,724 105 94 

施 設 住 宅 2,212 124 81 

生 産 購 買 部 計 19,317 106 99 

畜 産 7,986 111 100 

三 岳 牧 場 168 99 92 

SPF繁殖センター 180 105 116 

酪 農 10,922 107 98 

八 ヶ 岳 牧 場 145 71 77 

畜 産 酪 農 部 計 19,402 109 99 

燃料・ホームエネルギー 14,583 118 113 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 6,858 115 113 

生 活 6,924 97 94 

生 活 部 計 28,365 112 108 

長 野 県 本 部 計 187,124 104 108 

平成30年度10月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

（内部販売高含む）

総
務
広
報
課

五
感
を
使
っ
て
５
味
を
味
わ
う

「
味
覚
の
授
業
」小
学
校
で
開
催

　

子
ど
も
た
ち
に
味
の
基
本
や
五
感
を
使
っ
て
食

べ
る
大
切
さ
を
教
え
る
「
味
覚
の
授
業
」
が
10
月

18
日
㈭
、
安
曇
野
市
立
豊
科
南
小
学
校
で
開
か
れ
、

全
農
長
野
県
本
部
は
調
理
実
習
に
使
用
す
る
野
菜

を
提
供
し
ま
し
た
。

　

県
調
理
師
会
松
本
広
域
安
曇
野
支
部
と
県
司
厨

士
協
会
に
所
属
す
る
シ
ェ
フ
21
人
が
講
師
と
し
て

同
校
へ
赴
き
、
５
年
生
３
ク
ラ
ス
計
１
０
０
名
の

児
童
に
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
味
の
基
本
４
要
素
「
塩
味
」「
酸
味
」

「
苦
味
」「
甘
み
」
と
、第
５
の
味
と
い
わ
れ
る
「
う

ま
み
」
を
、
塩
や
酢
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
い
、

味
や
香
り
を
確
か
め
ま
し
た
。「
う
ま
み
」
を
味

わ
う
た
め
に
講
師
が
昆
布
と
鰹
節
で
だ
し
汁
を
作

り
、塩
味
を
加
え
て
飲
む
と「
高

級
な
味
が
す
る
」
と
言
い
な
が

ら
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

調
理
実
習
で
は
、
５
味
の
全

て
を
味
わ
え
る
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ

（
南
仏
地
方
の
野
菜
煮
込
み
料

理
）
を
班
に
分
か
れ
て
調
理
し

ま
し
た
。
化
学
調
味
料
が
入
ら

な
い
野
菜
本
来
の
味
の
深
み
を

味
わ
い
「
色
々
な
味
が
す
る
」

「
野
菜
な
の
に
甘
い
」
な
ど
、
様
々
な
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
講
師
が
「
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
べ

る
と
、
目
か
ら
入
っ
た
映
像
が
頭
の
中
で
味
覚
の

邪
魔
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
食
事
に
集
中
し
て
、

家
族
と
会
話
を
し
な
が
ら
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
、

も
っ
と
お
い
し
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
」
と
話
す
と
、
児
童
も
納
得
し

た
よ
う
で
し
た
。

　
「
味
覚
の
授
業
」
は
、「
味
覚
の
一
週
間
」（
今

年
は
10
月
15
日
か
ら
21
日
）
の
期
間
中
に
シ
ェ
フ

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学
校
へ
赴
き
、
味
覚
が
発

達
段
階
に
あ
る
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
、
味
に
つ
い
て
の
知
識
や
味
わ
う
こ
と
の
楽
し

み
に
触
れ
る
授
業
を
全
国
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ラタトゥイユ作りに挑戦

舌のどの部分でどんな味を感じるのかな？

全農長野県本部の野球同好会「野球野郎会」が、１０月
２６日（金）・２７日（土）に埼玉県で開催された平成３０年度
ＪＡ全農野球大会で初出場４位の成績を収めました。
関東甲信地区の優勝から１ヶ月間、さらに猛練習を積み、
１回戦の京都に６対３で勝利。２回戦では前回優勝の鹿
児島県経済連と対戦し０対４、３位決定戦は愛知県経済
連に０対９で負け、全国大会の厳しさを身をもって体験す
る大会ともなりました。

ＪＡ全農　全国野球大会で４位
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com
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